地球温暖化対策の事業スキーム構築・推進力強化研修

事前課題

【受講される皆様へ：事前課題への取り組みのお願い】
このたびは、地球温暖化対策の事業スキーム構築・推進力強化研修へお申込みいただき、ありがとうございます。

1日目の研修カリキュラムでは簡単なワークショップを行う予定ですが、そのワークショップに用いる素材である「地域資源」の収集を、事前課題として取り組み、当日ご持参頂きますようお願い致します。
ご持参いただいた「地域資源」は、ワークショップの中で、地球温暖化対策・施策にどのように活用できるか、グループにおけるアイディアフラッシュの素材として活用させていただく予定です。

　事前課題の取り組み方法は、以下の通りです。
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STEP１
・地元地域において、「地域資源」と考えられる事項を２例取り上げ、携帯電話・デジカメ等で写真撮影してください。

※時期的な要件等で写真撮影が困難な事項については、イラストや過去の写真、図表などで代替しても構いません。
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STEP２

・撮影した地域資源を、「事前課題の取り組み方」の所定の欄にレイアウトし、サイズを合わせてください。

※サイズは、プリント写真のL判またはLサイズ（８９㎜×１２７㎜）か、それに近い大きさならOKです。
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STEP３

レイアウトしたら、キリトリ線に合わせて切り取って下さい。切り取った地域資源2枚を、当日ご持参くださいますようお願い致します。
※上記はデジタル画像データの寸法合わせのための手順です。プリント写真の場合は上記の手順は必要ありません。そのままご持参ください。
＜地域資源・地域課題を見つけるコツ＞

①地域の歴史、伝統、文化から見つける

　わが国には、各地域で固有の歴史・伝統・文化が育まれ、さまざまな歴史的構造物や無形文化財、あるいは地域に根差した伝統行事、古くから根付いている習慣などがあります。そうした「もの・こと」は、典型的な地域資源と考えられます。

②地理的・自然環境的特性から見つける
　わが国は、南北に伸びた急峻な地形であることから、山間部・中山間部・平野部と変化に富んだ国土を有しています。また、山林あり、河川あり、平野部あり、農村・都会と、人の暮らしとそれを取り巻く自然環境も様々です。「山林が面積の殆ど」「坂道が多い」「平坦な地形」「水路や河川が沢山ある」「イノシシやシカがたくさんいる」「水や空気が澄んでいておいしい」・・・。こうしたことも、まぎれもなく地域資源です。

③ひとの働き方・暮らし方から見つける

　地域の産業や、日常的なひとの暮らしにも、地域資源は見出すことができます。例えば、「畜産が盛ん」「○○の栽培がまちの主要産業」「日本で一番家庭での○○の消費量が多い」「住民一人当たりの居酒屋の数が日本で一番多い！」などは、地域資源と言えるでしょう。

　このように、まちで盛んな産業や、暮らしで誇れること、それぞれが地域資源になり得ます。

④地域課題から見つける
　一方、③のような産業や暮らしからは、地域課題も見出すことができます。例えば「耕作放棄地や休耕田が増加している」「○○産業に伴う○○の廃棄が多く困っている」「夏期の猛暑」「冬季の豪雪」「シカやイノシシの被害」などが挙げられますが、これらをヒントに利活用できる要素が見いだせれば、地域課題も立派な地域資源となり得ます。

⑤これまでの地域の取り組みをヒントとして見つける
　いままでご紹介してきた見つけ方の①～④にこだわらず、それぞれの地域では、今まで何らかの形で地域活性化や住民による省エネや温暖化防止につながる活動が推進されている（いた）はずです。
　例えばスポーツイベントの実施と定着化の取り組みや、地域の美化活動など、それらの先人の取り組みを見直し、再評価することも、地域資源を見つけるよりどころとなります。


地域資源を、
写真に撮ったり・・・　　　　写真が撮れないなら図やグラフ、　イラストや絵、文字でもOK！





※：ご不明な点がございましたら、下記へお問い合わせ下さい。

事前課題の取り組み方





以下の枠のサイズにして２例ご持参下さい。


（大きさのめやすは、


89㎜×127㎜）





地域資源名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　














※この実線の枠の大きさが89㎜×127㎜です。


※画像データは、ここに貼りつけて、地域資源名を記入し、キリトリ線に沿って切り取って下さい。





※直接こちらの枠内に地域資源を表す図やイラスト、絵などを描いて、切り取って持ってきていただいても構いません。
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